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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名  三沢市立松原児童センター 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間  平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

 

利用児童数 

(登録児童) 

 

16,833人 

 

19,286人 

登録児童の月平均の減少と、3月

の利用人数が減ったため、年間

2,453人の減となりました。 

 

利用者数 

（登録外利用） 

 

579人 

 

414人 

幼児の親子やサークル（未就学児

童の親子）の利用などが増え、165

人の増となりました。 

合計 17,412人 19,700人  2,288人の減 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 １２，１９１ 人件費 １２，０８９ 

利用料金 ３，６９９ 事務費 １，５１３ 

障害児分 １，４７６ 事業費 １，６８７ 

繰越金等 ３６４ その他 ５００ 

雑収入 １１ 合計（②） １５，７８９ 

合計（①） １７，７４１ 収支差額（①－②） １，９５２ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

  塾や部活動への参加や、高学年は留守番が出来るようになるなど退館児童数が

多かった事や新型コロナ感染予防措置への協力により3月の利用が減り、利用人数

は減となりましたが、適正な児童への指導ができました。また、予算は協定に基づき

適正に収支いたしました。 

運営は地域のボランティアの協力や隣接の老人施設との交流等を行ったり、各事

業でスコップ三味線を披露するための練習に打ち込みました。事業もほぼ計画通り実

施できました。 

また、土曜日や学校休業日は、７時３０分に３０分早く開館しております。 

 

 

施設担当課 

 

.児童センターの設置目的に沿った適切な運営をしています。 

令和２年３月の新型コロナウイルス感染症拡大防止の為の学校休業による、全日

指導についても、三密回避や、消毒などの対応も適切に実施し、予防を徹底していた

だきました。 
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  行事等については、隣接する老人施設への訪問が定期的に行われ、楽しい交流

の場となっています。特色ある活動で子供達にも良い経験となると思います。 

  アンケート調査で出ている要望・意見等を取り入れ改善することで、更により良い

施設運営を期待します。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 S Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 S Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 A Ａ 

 

※総括評価シート区分 

①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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アンケート調査実施報告書（令和元年１２月実施） 

 

施 設 名  三沢市立松原児童センター 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

 

調査実施期間    １２月 １日 ～  １２月 １３日 （１３日間） 

調 査 方 法 
 １２月１日から利用児童の保護者にアンケート用紙を配付し、児童館

の玄関にアンケート箱を設置し、１２月１３日までとして実施した。 

調査項目等 別紙のとおり 

調 査 結 果 別紙のとおり 

 

 

 
アンケート調査における総合コメント 

 毎回利用者からのコメントや意見、要望等さまざまな意見をお聞きし、管理者として、できるもの

から順次対応しております。 

 Ｑ１「利用状況」は、「ほぼ毎日」と「週３～４回」で７０％の利用、Ｑ２「児童館での楽しさ」

は楽しんでいる４１.８％、Ｑ３「行事・クラブ活動」は適切８９.６％、Ｑ７「子どもを安心して預

けられる場所ですか」は「安心」が７０.１％となっております。 

また、Ｑ９「保護者同士の交流」については、「必要とは思わない」と「必要ない」で６８.７％と

なっているが、「必要」と「たまには、あったほうがいい」は２８.４％となっております。 

今後の取組みや改善に向けた考え方 

保護者の方からの感謝の言葉がある中、高学年の下校時間が遅くなっている為 1年生から 6年生ま

での年齢差のある児童の活動や関わり方についてはご意見も頂きました。今後もたくさんの意見を頂

き、子ども達にとってゆとりのある憩いの場となり、利用者の交流の場となる児童館運営をしてまい

ります。 
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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名 三沢市立木崎野児童クラブ 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間  平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用児童数 

(登録児童) 
１１，２３３人 １３，６２１人 

一日の利用人数が少ない事と土曜

日の利用児童が数人のため、前年

と比較すると減少している。 

利用者数 

(登録外利用) 
６４７人 ８９０人 ２４３人の減となりました。 

合計 １１，８８０人 １４，５１１人 ２，６３１人の減 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 ９，４２７ 人件費 １１，１９３ 

利用料金 ２，３９７ 事務費 １，３５６ 

障害児分 １，４７６ 事業費 １，５０１ 

繰越金等 ２７１ その他 ５００ 

雑収入 ９ 合計（②） １４，５５０ 

合計（①） １３，５８０ 収支差額（①－②） ９７０ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

登録児童人数は昨年とさほど変わりないが一日の利用人数が減少した。塾やスポ少

へ下校後そのまま向かう子が多くなった為と思われる。 

目標としている「地域交流の活性化」については地域との行事に参加してくださる方も

昨年より増え順調に進んでいる様子である。年間に予定していた事業については２月

までは順調におこなわれていたが３月の新型コロナウイルス感染拡大防止の措置に

より「入館説明会」が中止となり、年度末の大きな行事の「修了のつどい」が出来なか

った。休校になり来館してくる児童についても、３密を避ける活動・うがい手洗いの実

施・マスクの着用などを声がけし、職員も遊んだおもちゃや机、ドア取っ手等施設内の

消毒に努めた。 

 

施設担当課 

 

児童センターの設置目的に沿った適切な運営がされております。 

行事等は工夫して様々な活動を実施しており、子供達の楽しみの一つとなっている

様子が分かります。 
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令和２年３月の新型コロナウイルス感染症拡大防止の為の学校休業による、全日

指導についても、三密回避や、消毒などの対応も適切に実施し、予防を徹底していた

だきました。 

地域・学校・保護者等との連携を更に密にし、事業の充実が図られることを期待し

ます。アンケート調査での要望等も取り入れ、更なる施設運営の充実に期待します。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 S S 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 A A 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 A A 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 S S 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 A A 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 A A 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 A A 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 A A 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 S A 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 S A 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 A A 

外部委託の内容は適切であるか。 A A 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 S S 

修繕は適切に行われているか。 A A 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 A A 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 A A 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 A A 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 A A 

総合評価 A A 

 

※総括評価シート区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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アンケート調査実施報告書（令和元年１２月実施） 

 

施 設 名  三沢市立木崎野児童クラブ 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

 

調査実施期間    １２月 ２日（月） ～  １２月 １４日（土） （１３日間） 

調 査 方 法 
 １２月２日から利用児童の保護者にアンケート用紙を配付し、児童館

の玄関にアンケート箱を設置し、１２月１４日までとして実施した。 

調査項目等 別紙のとおり 

調 査 結 果 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査における総合コメント 

 登録世帯数６２件、回収世帯数は５０件で８０％を超える回収率だった。 

Ｑ２．「子どもが児童館で楽しく過ごしている」「どちらかというと楽しんでいる」は９６％ 

Ｑ３．「行事やクラブは適切である」は９０％ Ｑ７．「児童館は子どもを預けるのに安心できる居場

所」「どちらかというと安心」は９６％ Ｑ８．「おたよりや連絡が適切でわかりやすい」は９０％ 

という高評価をいただいた。Ｑ９「保護者同士の交流する機会が必要」「たまにはあった方が良い」

は１２％で「それほど必要と思わない」「必要ないと思う」が８４％という結果となり。保護者同士

の交流に関しては、就労により時間の余裕はないものと推測することが出来た。 

今後の取組みや改善に向けた考え方 

 自由記入欄には２０件の意見が寄せられ、うち１７件は好印象の意見だった。工作クラブや料理ク

ラブについて季節やイベントに合わせてくれて子どもが楽しんでいる事、子どもだけではなく親とし

ても行事を楽しみにしている事、これからも続けていってほしい等の意見をいただいた。 

振替休日にぶつけたイベントも子どもは楽しみにしているし、親としては助かって良かった。という

意見が多かった。 

 アンケートのＱ９「保護者同士の交流する機会が必要か」の回答は「必要ではない」が多かったが

１０月におこなった親子交流事業のイベントについて、とっても楽しかった、親子でできる良い体験

が出来た等の意見をいただき保護者の方も楽しみにしている様子がうかがえた。実際のところ「親子

交流」に参加したのは２９世帯だった。楽しいイベントと参加した保護者の方に高評価をいただいた

ので今後は「親子交流事業」にもっとたくさんの世帯が参加していただけるように企画を考えアピー

ルしていかなくてはと考えている。 


